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②�研究チームのメンバがデータセットを開設する。ここでは、データセット開設時に、課
題番号として"CTC_RDE_20230623-1"を選んだ

③�課題名を変更したいため、グループ編集画面で該当する課題番号を削除し、再度同じ課
題番号で違う課題名を指定して登録する。登録結果は下記の通り。
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④�上記のデータセットを再表示する。データセット側に設定されていた課題番号の課題名
が変更されているので、課題名が変更されている。

新たな課題番号に変更することはできますか？

はい。新しい課題番号に変更することは可能です。
①�対象の研究チームにアクセスします。� 	
●RDEのデータ閲覧アプリ(https://rde.nims.go.jp/)にブラウザでアクセスします。

　●DICEアカウント又はNIMSアカウントでログインします。
　●�プルダウンから「グループ閲覧・データセット開設」又は「グループ閲覧・データセッ
ト代理開設」を選択します（どちらでもOKです）。

　●「マテリアル先端リサーチインフラ事業」をクリックします。
　●各機関のホストページにアクセスし、対象の研究チームをクリックします。
※詳しくは4.1 ～ 4.5をご覧ください。

Q
A

②研究チーム詳細画面で「編集」ボタンをクリックします。
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③研究チームの編集画面になります。
　●新たな「課題番号」及び「課題名」を入力し、「追加」ボタンをクリックします。
　●「保存」ボタンをクリックします。

④課題番号を変更するデータセットにアクセスします。
　●データセット一覧画面に戻ります。
　●目的のデータセットをクリックします。
　●データセット基本情報における「編集」ボタンをクリックします。
※詳しくは8.1 ～ 8.2をご覧ください。

⑤�データセット基本情報編集画面の「課題番号」のプルダウンをクリックし、先ほど追加し
た課題番号を選択します。
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リリースの機能概要は何ですか？

リリースすると内部的にその時点でのスナップショットが作られます。
それに「バージョン」や「DOI」、「リリースノート」などの付加情報をつけて管理すること
ができるようになります。
リリースされるとデータセット基本情報画面の右側にリリースされたバージョンがリスト
され、クリックによって各リリースにアクセスし、そのときのデータにアクセスできるよ
うになります。

Q
A

リリースすると、エンバーゴ終了前でも研究チーム以外の人に公開されるのでしょ
うか？

公開は別なので、リリースによって公開されることはありません。

Q

A

⑥課題番号と課題名とが変更されていることを確認し、「保存」ボタンをクリックします。
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前のバージョンに戻したいとなったら、戻せるのでしょうか？

スナップショットがとられるだけなので、戻してその時点のデータにはアクセスできます
が、戻してその時点からデータ登録しなおしのようなことはできません。
データ登録をすると、最新のデータセットにデータが追加されていき、ある時点でまたリ
リースのようなことを繰り返すだけです。

Q
A

最新バージョン

バージョン1.0
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データをアップロードするのは誰ですか?

データのアップロード（データ登録）は、原則、機器利用者が行うことを前提としています。
ただし、代行で機関のスタッフが行うことも可能です。

Q
A

データ登録ではARIMのスタッッフが代行してアップロードすることや、ARIMの
スタッフが各利用者のデータを編集できますか?
データ登録については、ARIMスタッフが登録代行でアップロードすることはできます。
RDEにアップロードされたデータセットのデータの閲覧や編集権限は（データの権利の関
係上）ARIMスタッフにはありません。

Q

A

ウェブからではなく、データを一括して登録することはできますか?

所定の形式にそろえた形であれば、データの一括登録はできる仕様にはしております。た
だし、以下の2点の留意事項があります。
① �一括データ登録は、ユーザーや各機関の技術スタッフによる作業はできません。依頼に
よるセンターハブのシステムエンジニアの作業による形態となります。

② �一括登録においては、事前に所定の様式がシステムに登録できるものであるかをセン
ターハブと技術的な確認およびデータ構造化のスクリプトの作成が必要となります。

Q
A

14.3	 データ登録にかかる事項

登録できるデータ量のファイル個数には、何か制約がありますか?

アップロードできるファイルサイズは1ファイルにつき2GBです。ファイル数は制限がご
ざいません。

Q
A

「データ所有者」はRDEにおいて何の権限の付与も無いですか?

ないです。データ所有者は役割（ロール）ではなく、属性情報であるため、RDEにおいては
何も権限付与されていないです。

Q
A
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一つのデータセットに例えば画像写真であれば何枚ぐらい入れられますか?　条件
を振ると数百枚の撮影（画像）が出てくる装置もあります。
一回にアップロードできるファイルサイズは1ファイル当たり上限2GBの制限がありま
すが、ファイル数の制限はございません。

Q

A

データが多く構造化時間がかかる場合、処理が終わらないような状態の時でブラウ
ザを閉じても大丈夫ですか?
一旦アップロードされ、「データ登録受付」の表示が出ればウェブを閉じても大丈夫です。
後日に登録状態が確認ができます。

Q

A

RDEシステムでは装置毎にデータセットを登録するイメージですが、プロセス加工
系の場合のイメージが湧かないです。
プロセス加工系の場合は「工程単位」ごとにデータセットを作成していくことをご提案し
ております。

Q

A

データ登録でデータが複数のフォルダーという構造になっている場合はどのように
送るのですか?
その場合にはフォルダーをZip化してアップロートいただく形となります。ただし、zipで
送ることを事前に定めて構造化コードを準備する必要があります。

Q

A

同一課題番号で複数の装置を使う場合は、データセットはどのように登録するので
すか?
同じ課題番号で複数台の装置を使う場合には、その複数台分のデータセットを開設する運
用を想定しております。

Q

A

データ登録する際のアップロードの方法について、複数のデータを一回で投入する
方法と何回に分けて投入する方法とはどう違いますか?
試料名や固有情報の手入力項目の値が同じ場合は複数のデータを一回で投入することがで
きます。異なる場合は分けて登録することになります。

Q

A
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データ詳細一覧の中に「概要」と並んで「添付ファイル」というタブがあります、そ
れはどういうファイルのことですか?
添付ファイルは、データ閲覧画面から構造化をせずに送り状編集のところで追加として入
れることができます。この場合、装置PCや転送用PCではなく、個人PCから添付するこ
とが可能です。

Q

A



14.RDEに関するFAQ集

83

データを登録した後に正常終了できない場合、具体的にどのようなエラーが表示さ
れるのですか?
正常終了できない場合、「異常終了」というメッセージ等が出てきます。エラーの内容は
RDEシステム関係者でも検知し、エラーがあった内容を分析いたします。
また問合せフォームでお知せいただければ、対応が早まります。

Q

A

1．DICE お問い合わせフォーム（https://dice.nims.go.jp/contact/form.html）
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登録後のデータをダウンロードせずに確認したいときには、どのような参照機能が
ありますか?
RDEのデータ一覧の検索条件で、データ名や試料名などを入れて検索して頂ければ、デー
タセットの中でデータをダウンロードせずに確認することができます。

Q

A

これまでハブに貯めていたデータを、RDEへ登録するときはどのように行うのですか?

ハブに貯めて頂いたデータ形式を確認する必要がありますが、一時保管のルールに従って
いれば入力項目が対応してますので、比較的に移行がスムーズに行えます。

Q
A

構造化せずに生のデータをとりあえずサーバーに送って保管することはできませ 
んか?
構造化ができていないデータについては、各機関にて一時保管をすすめていただき、ハブ
機関で構造化プログラムができましたら、その後に一時保管されたデータをクラウドへ
アップロードしていただくことを想定しています。

Q

A

ほかの形式で入れたデータが自動で読み込めるのですか?

データの形式を確認する必要があります。

Q
A

データセット一覧 > 目的のデータセットを選択 > データ一覧 > 検索条件
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装置に対応するテンプレートができてないとデータ登録ができないですか?どこか
で登録して置いて、テンプレートができたら構造化するということになるのですか?
テンプレートができていない場合（構造化コードができていない場合）にはRDEシステム
への登録は受け付けられません。一次保管をしていただき、その間にデータ構造化のコー
ドやテンプレート作成を行っていただくものとなります。

Q

A

既存のデータセットのテンプレート（送り状）を修正した場合、修正後に登録した
データには、修正後のテンプレート（送り状）が反映されますか.修正前に登録され
たデータは、そのままなのですか?

修正後の登録データには、修正が反映されます。修正前の登録データはそのままとなります。

Q

A

データセットの秘匿化（氏名等非表示化）の申請とはどのようなものですか？

データセットの秘匿化（氏名等非表示化）とは
非共用期間（エンバーゴ期間）が終了し、データセットが共有化された際に、データセットに
おける氏名や所属機関名を非表示(※)にすることができる機能です。
※非表示とは
　閲覧・検索での対象とはならず、かつデータ提供においても、当該項目は削除されて共用されます。

秘匿化（非表示化）を行う時期によって、必要な申請手続きが異なります。
〈データセット開設時に秘匿化（非表示化）を行う場合〉
　●�データセット開設時に「データセットを匿名にする」にチェックを入れる（非表示化	
操作）。

　●センターハブへ所定の「氏名等非表示化申請書」を事後提出する。

〈データセット開設後に秘匿化（非表示化）を行う場合〉
　●センターハブへ所定の「氏名等非表示化申請書」を事前提出する。
　●センターハブが当該申請書を受理する。
　●センターハブが非表示化操作を行う。

Q
A
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必ず手入力画面からの入力が必要ですか?

手入力項目をExcelファイルで置き換えることもできます。既に使用しているExcelの実
験指示書やプロセス指示書がある場合、それらも構造化プログラムに組み込むことができ
ます。

Q
A

14.4	 入力情報について

手入力項目の代わりのExcelファイル
（例：実験指示書やプロセス指示書など）

構造化プログラムによりExcelファイルか
らメタデータ抽出及び登録

データ登録

データを登録するときのIDはどのように付与されるのですか?

データセットに登録されたデータにもそれぞれ個別にIDが自動的に付与されます。これは
ユニークIDとなっており、ウェブURLでも用いられるため、一義的に引用ができるように
なります。

Q
A

データ構造化するに当たって、メタデータをExcelで纏めたファイルを作りました。
もう一回手入力で転記するのは大変なので、自動的に読み込みで入力できますか? 
データ構造化処理において、Excelから自動的に読み取るpythonプログラムを作成すれ
ば可能です。微細加工ではプロセス条件の記述を事前に記入していただいたExcelファイ
ルから抽出する事例を紹介いたしました。

Q

A

試料IDはなぜ設定されるのですか?

データベースでは研究チームごとに試料を識別させるためにIDを付けます。同じ「金」で
あっても、研究チームAの「金」と、別ユーザーGrの「金」とは別物として扱います。

Q
A
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登録が終わったらメタデータの編集ができますか ? ファイルから抽出されたメタ
データは誤った情報が出てくる場合がありますが、どのように訂正しますか?
手入力項目のメタデータの修正については送り編集状で修正できますが、自動的にファイ
ルから抽出された出力パラメータ等のメタデータについてはできません。ファイルの中に
記載されているメタデータは装置そのものから出力されているものであるので、コードで
修正する前に装置側で修正や設定の確認が必要となります。

Q

A

固有情報において、

がある項目→  から修正可能

がない項目→  から修正不可

登録ファイルからの自動抽出のため。
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試料管理者を必須とする理由は何ですか?

測定対象の試料（サンプル）は、必ずしも測定者が所有している試料とは限りません。試料
の所有者、管理者を明示させることが目的です。

また、試料情報は更新することができます。このため、分析を通じて明らかとなったこと
を追記することで、詳細な試料情報をチームで共有することができるようになります。ま
た、これらの情報はメタデータとしても利用できます。

Q
A

試料名を変更するにはどうすればよいですか？

試料名の変更手順は、次のとおりです。� 	
① https://rde-material.nims.go.jpにアクセスし、ログインします。� 	
② 検索窓の虫眼鏡ボタンを押します。� 	
③ 修正したい試料名をクリックします。� 	
④ 右上の「編集」ボタンをクリックします。� 	
⑤ 試料名などを修正（編集）します。� 	
⑥ 画面下部の「保存」ボタンをクリックします。

Q
A

試料情報はどういう利用が可能ですか?　実験の際に入れることができたら、メタ
データとして利用できるのですか?
試料情報は登録データと紐づきます。また、同じ研究グループであれば試料情報を共有す
ることができます。そのためAさんが測定したサンプルXをBさんが再び測定して登録す
るときに、Aさんの登録したサンプルXを呼び出すことができます。

Q

A

試料名の入力は任意で構わないのですか？

赤いマークで「必須」とある箇所は、必ず入力が必要な箇所となります。それ以外の項目は
「任意」です。

Q
A

14.5	 試料情報について
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メタデータの選定に関して、今後、状況に応じて内容の変更は可能ですか?

可能です。考え方としてはバージョンという考え方で管理してゆきます。データ登録でも
古いバージョンと新しいバージョンの登録様式を選択できるようにもなっております。 

Q
A

テンプレートの修正は可能ですか?

テンプレート（HTML）の修正は可能です。ただし、システムにおける差し替えや動作確認
など必要となることから、修正を即時反映させることはできません。

Q
A

14.6	 テンプレート・メタデータについて

同じ種目の装置にしてもメーカーに依存することなく動作する構造化プログラムを
作る方針ですか?
装置メーカーごとによって使う用語も違うので、メーカーに依存せず動作するプログラム
を作る方針はとっていません。各装置（メーカー）に特化したプログラムを作ってデータを
取得することを進めていく方針です。

Q

A

装置ごとで構造化の方法やメソッドが異なる場合があります。例えば装置のある機
能と別の機能の構造化はどのようにして行いますか。何か選択肢を作ることができ
ますか?
できます。装置ごとに走らせる構造化のコードと入力画面（テンプレート）の組合せを可変
に切り替え/組み換えることができます。ユーザーさんが希望すれば、そのユーザーに特
化した構造化コードや入力様式（テンプレート）を作成させることもできます。ただし、こ
れは事前にそのようなコードやテンプレートを作成して実装しておく必要があります。

Q

A

似たような装置について機種名は違っても作り上げていくメタデータが機関ごとに
バラバラだと思いますが、最終的にそれを統一させるフォーマットに書き換えるの
ですかか?
最終的にはそれを目指していると思いますが今は各機関にどのようなメタデータが必要
かを聞き取りしている段階です。同じような装置で同じような機種のデータが集まってき
て、どのメタデータをとることが好ましいか等は、今後、集約したメタデータをハブ機関
の構造化委員会等で持ち寄りながら統合できる部分は進めてゆきます。

Q

A
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メタデータの統一はどのように進めるのですか?

最初から壮大なスケール（コンセプト）をガッチリ定めて作ろうとすると膨大な事前の調
整時間がかかり、先に進みません（ウォーターフォール型開発）。DX系の作業としては、ま
ずは一つ一つ小さなものから積み上げ、つなぎ合わせていくスタイル、いわゆるアジャイ
ル開発が好ましいと考えております。

Q
A

メタデータはそもそも必要ですか?

メタデータは第三者が利用するにおいて必要となるもので、データ利活用ではメタデータ
がデータの価値を高めるとされています。また、技術分野などによっても集めるべきメタ
データやその重要度が異なります。各機関からサンプルデータをいただきながら各機関の
状況をお聞きしながら必要となるメタデータやフォーマットをお聞きして実装を進めてい
ます。

Q
A

構造化プログラムは誰が作るのですか?

基本的には担当ハブ機関が作ることになります。相談して頂ければセンターハブも支援し
ます。

Q
A

Pythonスクリプトは機関側で改良できますか?

可能です。ただし、修正したコードのRDE（クラウド）への実装手続きはセンターハブで行
います。

Q
A

メタデータの選定を変更した場合は、既存のデータセットに反映可能ですか?

メタデータ変更の場合は、新たなデータセット開設が必要となります。

Q
A

テンプレートの固有情報などの作成は、機関側からの要望をセンターハブで受けて
作成する認識でよろしいですか?
現状ではセンターハブでテンプレート作成を行ってシステム登録をしておりますが、テン
プレート作成のツール等の整備を図り、各ハブ機関でも作成できるような運用を考えてお
ります。

Q

A
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Pythonプログラムの修正は、既存のデータセットに適応させることができるので
すか?
基本的にはできません。しかし、異常終了のバグ回避のみであり、メタデータ等の出力自
体を変えないのであれば、可能だと考えられます。例えば、計算式の間違いの修正であり、
出力先のメタデータや項目名は変わらないという場合などが考えられます。

Q

A

同じファイルを複数回にわたりアップロートした場合、前の登録に上書きされてし
まいますか?

同じデータを登録しても上書されません。そのため、前のデータもあわせて表示されます。

Q

A

データをアップロードしてからまた追加データがある場合、先のデータやデータ
セットを削除してもう一度アップロードしなければならないですか?
同じデータセットに追加で登録可能です。同じデータであっても、先に登録されたものに
上書きされるわけではありません。

Q

A

データの削除はできますか?また削除から元に戻すことができるのですか? 

データの削除はユーザーで可能です。しかし、一旦削除した場合には元に戻すことはでき
ません。削除したデータの復帰の問い合わせはお受付いたしませんので慎重に行ってくだ
さい。

Q
A

14.7	 データ削除にかかる事項

研究チームの管理者であれば、データセット管理者でなくてもデータセットへのア
クセスやデータ削除は可能ですか?

できます。

Q

A

データの削除が多いとペナルティーとなるとのことですがどういう基準ですか?

データ登録量に対して削除量が、その装置利用における平均的な水準よりも行き過ぎた削
除が認められた場合には、データ登録者に対して事実確認をとるなどの措置をいたします。
またそのような事実確認後も、過度の削除が繰り返されるような場合にはアカウント停止
等の措置を講ずることも可とする運用としております。

Q
A
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データセット開設したメンバーを削除したら、開設されたデータ情報が残りますか?

メンバーが削除されても、開設されたデータ情報は残ります。

Q
A

データセット開設後の非共用の期間はどのぐらいですか?

エンバーゴ期間は2年+αです。その間は、研究チームに所属しているメンバーだけ見る
ことができ、機関スタッフも見ることができないため機密性が確保されます。

Q
A

14.8	 非共用、共用（広域シェア）について

非共用の時点では、実施機関担当者（装置担当者）もデータを見ることはできないと
なると、成果収集時にデータの有無を調べる必要はないのですか?
データ登録規約では、実施機関担当者（装置担当者）は守秘義務が課せらていたとしても、
お客様がシステムに登録したデータセットの内容は「非共用」の間は見ることはできない
ルールとしました。

ただし、成果報告のための利用状況・統計情報として必要となる、登録ファイル数、バイ
ト量、登録日時、エンバーゴの設定日などのデータ中身によらないデータベースの管理情
報は運用者側（システム管理者）が扱うことができます。成果にかかる集計は、原則、その
データベースからの取得できるデータで行います。

Q

A

ほぼ 3 年間非共有

ほぼ 2 年間非共有

課題利用申請：2024年1月10日

課題利用申請：2023年4月10日
2023年度申請におけるエンバーゴ終了日

2026年3月31日

エンバーゴ期間＝ 2 年度間
例：2023 年度申請→ 2025 年度最終日（2026/03/31）にエンバーゴ終了
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非共用から広域シェア（事業内共用）に移行はどのように行うのですか?

エンバーゴ設定日に自動的に行われます。

Q
A

広域シェアからデータ中核拠点への移行は自動ですか ?（論文情報等を収集した
データから利用して行うのですか?）

この場合は、手動となります。

Q

A

RDEシステムについて、テスト環境は用意されているのですか?

テスト環境は用意されていますが、センターハブのみであり、各機関スタッフは利用でき
ません。

Q
A

14.9	 システムにかかる事項

データセットを開設するサイトにログインしてからセッションが切れる時間はどの
ぐらいですか?
ブラウザでの利用ではセッションは当日中有効だったと思います。1時間でトークンは有
効期限切れますが、ブラウザが開いていれば延長の処理はしています。

Q

A

データセット開設ページとデータセット登録ページとの相互リンクはできるように
なる予定はありますか? 
データセット閲覧アプリとデータ登録アプリとを相互に行き来するようなリンクを作成す
る予定はいまのところありません。データセット閲覧は各自のPC、データ登録アプリは装
置PCでの動作を想定しており、双方の行き来は発生しないため相互に遷移できるリンク
は設けていません。

Q

A

データベースの安全性についての質問です。例えばデータセンターが物理的に事故
にあってデータが失われたときにバックアップのデータが別の場所、データセン
ターに用意されているのですか?
バックアップは行っておりますが、物理的な事故や障害があったときに完全に復帰できる
ことは保証しません。オリジナルのデータはユーザーでも大切に保管に努めてください。

Q

A
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データの表示では階層化はできますか ? 例えばフォルダーのようにして並べるイ
メージです。
条件付きながら可能です。データセット詳細の画面では「ギャラリー表示」と「ツリー表示」
の二つが選択できます。そのツリー表示では項目ごとに整理されたデータの表示ができ	
ます。

Q

A

フォルダーに相当する階層化したい項目はメタデータを使います。そのメタデータの指定
を行わなければなりませんが、これはデータセットの編集画面から「タクソノミー」の欄に
階層化したいメタデータをタグとして登録することで可能となります。

データセット基本情報

データ一覧  ツリー表示

タクソノミーキーの設定内容：
　　測定モード（acquisition_mode）   試料名（sample.name）

ツリー表示のされ方：
　　第一階層：STEM（測定モード)  第二階層：試料名
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版数 発行日 改訂箇所 改訂内容

第1版 2023年10月2日 初版発行

第2版 2024年6月28日 P. 1,9
P. 18
P. 25
P. 26
P. 32
P. 33
P. 45

P. 71,72,85,88

v5版対応を明示
csvインポート
v5版データセットテンプレート
追加設定（データセット秘匿化）
試料情報の入力内容の更新
添付ファイルの登録方法
編集可能の項目：
・課題番号（プルダウンから選択）(※1)
・�データセットの匿名化(※2)�
※1、※2の追加
・�＊＊＊＊（選択）を含む項目は�
（プルダウンから選択）or（ラジオボタン）に変更
Q&A訂正

改訂履歴
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